
大 日経 の梵文断編 について

松 長 有 慶 一

I

大 日経 の サ ンス ク リッ ト原 典 は, い ま だ獲 見 され てい な い。 一 方, 日本 の眞 言

密 教 にお い て, 大 日経 とつ ね に 封置 され る金 剛 頂 経 (撮 眞 實経, Tattva-sarpgra-

ha) の サ ンス ク リッ ト本 はす で に獲 見 され た。 それ も完 本 が 二 と 断 片 が 二 と で
(1)

ある。 レか し大 日経のサンスクリツト原典は, 現在のところその存在の有無さえ

到明していない。

わが國における大 日経の研究は, 圭として漢課を中心として行われてきた。そ

れにチベット課が参加 したのは最近のことである。だがわが國において, 大 日経

のサンスク リット本を求めようとする努力が彿われなかったわけではない。すで

に二百年もまえ, 慈雲は大 日経の一部を, その漢課にもとついてサンスクリット
(2)

語に還元 しようと試みた。また最近では大 日経に読かれている眞言の一部が, 漢
(3)

昔課 もしくはチベット音課を基準として, サンスクリッ ト語に還元されている。

大日経のサンスク リツト爲本の獲見せられる可能性もほとんど期待 しえない現

在, 大日経に關す るサンスク リット本としては, ややもすれば還梵されたものの

みに, 一般の關心が向けられがちである。 しかしわれわれは, 現在のところ大 日

(1) Tattva-sarpgraha の 完本 の 一 つ は G.Tucci 教 授 獲 見 の もの で あ りジ そ の一一部 分

は校 訂 出版 され て い る。(G.Tucci:Indo Tibetica I, PP.135-140) 他 の一 本 は

Snellgrove 博 士 あ所 持 す る爲 本 で あ る。 これ らサ ンス ク リッ ト本 に基 く研 究 は わ

が 國 で も二 三 獲 表 され てい る。 断 片 と して は, 荻 原雲 來博 士 が報 告 した もの (文 集

PP.747-753) と Cambridge MSS中 の 断 片 (Add.1653) が あ る。 後 者 の断 片 は

Bendal1 の Cambridge MSS Catalogue 中 に そ の 名 が み え, 筆 者 は そ の爲 眞 版 を

入 手 し 目下解 讃 中で あ る。

(2)慈 雲 尊 者 全 集 第9巻 下pp. 378-381.

(3)足 利 惇 氏 教 授 の大 日経 の梵 語 還 元 に つ い て, 山 口博 士 還 暦 記 念 論 文 集 昭和30,

PP.106-121(尾); 清 田寂 雲 氏 の 大 日経 眞 言 の 原文 につ い て, 印 佛 研8～1, 昭35,

pp.267-279な ど。
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(138)大 日経の梵文断編について(松 長)

経の完本を望みえないとしても, その一部分のサンスク リット文を参照すること

は可能である。それには, サンスクリッ ト原典の現存する他の経典, 論書, 注繹

書のなかに, 大 日経からの引用文を探 し出してゆ くという操作を必要 とする。現

在 までに, 大 日経の若干の部分と同一内容をもつサンスクリット文の断編がいく

つか獲見 されている。さらに筆者が研究 している密教關係の文鰍の中にも, 大 日

経からの引用個所が二三存在していることが釧明した。

そこで, これを機會に, 現在までに大 日経から引用されたことがすでにあきら

かな個所に, さらに新たに獲見されたものを加えて, そのサンスクリット引用文

全髄を, 大 日経の内容順に整理 してみようと思 う。しかし, それらの引用サンス

クリット文を, 現存の大 日経の漢課あるいはチベ ット澤と封照した場合, かなら

ず しも三本が一致するとはかぎらない。 この意味において, 引用されている大 日

経の断篇が, かならずしも本來の大 日経のサンスクリット本 と同一のものであつ

たかどうかをにわかに断定することはできない。

II

大 日経 の 中心 思 想 は, 佳 心 品第 一 に説 か れ る三 句 に あ る とい われ る。 三 句 とは

菩 提 心 を因 と し, 大 悲 を根 と し, 方 便 を究 寛 とす, の三 で あ る。 さい わ い な こ と

に, 大 日経 の 中心 思 想 と もみ な さ れ る この三 句 が, カ マ ラ シ ー ラ(Kamala6ila,

蓮華 戒) のバ ー ヴ ァナ ー ク ラ マ (Bhavana-krama) の 初 篇 に 引用 さ れ て い る。

そ し て こ のバ ー ヴ ァナ ー ク ラマ の初 篇 の サ ンス ク リ ッ ト原 典 が 近 ごろ 出版 され た

た め に, わ れ わ れ は三 句 の サ ンス ク リッ ト文 を容 易 に参 照 し うる便 を得 た。 す な

わ ち
(4)

tad etat sarvajfianam karunamulam bodhicittahetukam upayaparyavasanam iti /
(5) (6)

がそれである。このサ ンスクリット文を, 大 日経の漢課, チベット課 と封比 した

場合, 大悲一根, 菩提心一因の爾句の順序が逆になつている。バーヴァナークラ

マの初篇の漢課に相當する施護課の廣繹菩提心論もまた, サ ンスクリット文 と同
くの

様である。この相違は大日経の三句における菩提心室の重視の立場から, バーヴ

ァナークラマの大悲中心の立場への思想的な展開を示 している。このことは, バ

(4) G. Tucci: Minor Buddhist Texts, part II, p. 196.

(5)大 正 藏vo1. 18, p. 1c.

(6)服 部 融泰 校 合: 藏 文 大 日経p.9.

(7)大 正 藏vo1. 32, P.565b.
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(8)
一 ヴ ァナ ー ク ラ マ 冒頭 の 圭題 の叙 述, さ らに はバ ー ヴ

ァ ナ ー ク ラマ とそ の構 造 に
(9)

類似性をもつ不室の菩提心論に説かれている行願(大 悲), 勝義(室), 三摩地の
(10)

修習次第の配列によつても明瞭である。 したがつて, 大 日経の原本は, その漢課,

チベッ ト課 と同様に, 菩提心一因, 大悲-根, 方便一究寛の順序であつたと推定

しうるであろ う。佳心品では, この三句のほかにサ ンスクリット文は獲見されて

いない。

III

具縁 品第 二 に説 かれ る14偶 牛 の サ ンス ク リッ ト文 の偶 頽 が, ジ ャワで 獲 見 され

た ナ ンヒヤ ンカ マ ハ ー ヤ ー ニ カ ン (Sang hyang Kamahayanikan) の序 文 の な

か に存 在 す る こ とが 明 ら か に され てい る。 全 部 で42偶 の サ ンス ク リ ッ ト文 か らな

る この 序文 は, 1913年 ス パ イ ヤ ー (J.S.Speyer) に よつ て, 原 文 に 校 訂 お よび 醗
(11)

澤を付 して獲表された。 この序文の42偶の うち, 14偶牛が大 日経の具縁品の一部

に相當することを獲見 したのは荻原雲來博士である。博士はこの14偶牛に相當漢
(12)

繹を配するとともに, 42偶全髄の和課と, さらに若干の本文校訂をお こなつた。

この序文には俗語が多 く, 古典サンスクリットによつて読明しえない黒占がす く

な くない。 これはジャワで護見された爲本であるために, ジャワの俗語が混入 し

たものか, 大 日経自髄の俗語的な表現によるものか, いずれとも断定 しえない。

しかし, 大 日経の他の引用サンスクリット文が, この書物ほどひどい俗語をもつ

ていないところから, 地域的, 時代的な改攣が加えられたものとも考えられる。

この序文のサ ンスクリッ トの校訂には, スパイヤー, 荻原爾氏 とも苦心 してお

られる。しかし, この原文にさらに大 日経のチベ ット課を参照す ることによつて,

爾氏の疑問とした個所, および誤解 している個所など二三獲見す ることができた。

それゆえ, つぎにスパイヤー出版のサンスクリット文を再び掲げ, スパイヤー,

(8)G.Tucci: 10c. cit. P.229. こ こ に は 「一 切 智 を す み や か に得 ん と欲 す る者 は, 要

す る に大 悲 と菩 提 心 と行 と, この 三句 に專 心 す べ き で あ る」 とそ の基 本 的 な立 場 が

まず 表 明 され てい る。

(9)大 正 藏vo1. 32, PP. 572c-573c.

(10)く わ しい 説 明 は, 松 長:タ ン トラ佛 敬 の倫 理 観, 日本 佛 教 學 會 年 報vo1. 27, pp.

180-187参 照。

(11) J. S. Speyer: ZDMG 67-2, 1913, s. 347-362, Ein altjavanischer mahayanisti-
scher Katechismus Sang hyang Kamahayanikan.

(12) 爪畦 に於 い て獲見せ られた る密教 要丈, 密 教5～2, 大正2, 文集PP. 737-746.
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(140)大 日経の梵燈 騙 につい て (松 長)

荻 原 爾 氏 の校 訂 に基 づ き つ つ,大 日経 のチ ベ ッ ト課 お よび漢 課 を参 照 して, そ の

相違黙を注記 してみよう。
(13) (14)

1 ehi vatsa mahayanam mantravaryanayam vidhim /

desayisyami to samyak bhajanas tvam mahanaye /

2 atita ye hi sambuddhah tatha caivapy anagatah /

pratyutpannas ca ye nathah tisthanti ca jagaddhitah /
(15)

3 tais ca sarvair imam vajram jnatva mantravidhim param /
(16)

prapta sarvajnata viraih bodhimule by alaksana /

4 mantraprayogam atulam yena bhagnam mahabalam /

marasainyam mahaghoram sakyasimhena tayina /
(17) (18)

5 tasman matim imam varya kuru sarvajnataptaye /

6 esa margavarah sriman mahayanamahodayah /

yena yuyam gamisyanto bhavisyatha tathagatah /
(18) (20)

7 svayambhuvo mahabhagah sarvalokasya yetiyah /

astinastivyatikrantam akasam iva nirmalam /
(21) (22)

8 gambhiram sarvatarkebhir apy atarkyam anavilam /

sarvaprapancarahitam prapancebhih prapancitam /

(13) tib., 服 部 本P.45; 漢, 大 正 藏vol. 18, P.4.

(14) Kats, mantracaryaO; Speyer, mantracarya。ormantracarya。; tib.mantra-

carya' gsah shags spyod. 第21偶 に は mantracaryanayarp が あ る。

(15) tib.,bzah, 漢, 妙 法, bhadram?荻 原博 士 は漢 の 「法 」を と りこれ を dharma と

み るが, む しろ漢 の 「妙 」 を と りtib. の ご と く bhadra 卑 とす べ き か。

(16) Spy.,alak$apa とす べ き か とい う。

(17) Kats は varttam と訂 正 す るが tib., buyis よ りみ て訂 正 しない 方 が よい。

(18) 第5偶 の後4賜 以下 は大 日経 の漢tib. 爾課 と合 致 しな い。

(19) 漢, 龍。nagah, 荻 原博 士 は この方 が も とで bhagah は爲 誤 とみ る。tib. はや は

り bhagab, skal pa chen po.

(20) Kats, yajniyab; Spy, yepriyab, 荻 原博 士 は漢 の 「塔 」 に よ り cetiyab (正 し く

は caityah で あ るが 碩 法 に そ む くゆ え, 俗 語 形 を と る) とみ る。tib. の mkhyen

po よ りskt. に か え す と jnaninab とな るか?

(21) 荻 原, 漢 の 「諸 法」 に よ り sarvadharmebhir と訂 正。 た だ し tib. の rtog ge

thams cad は原 文 と一 致 す る ゆ え, tib に 從 え ぱ 訂 正 の 要 は な い。

<22)荻 原, 漢 の 「難 了無 合 藏 」 に よ り apratarkyam analayam と訂 正。 これ はtib.,

rab tu mi rtogs gnas med pa と も一 致 す る。

(23) 荻 原, 漢 の 「作 業 妙 無 比 」 に よ り sarvakriyabhir atularp と訂 正 す る も疑 問 あ りひ

tib, las dah bya ba la sogs bra1 は skt. と も一致 す る。
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(23) (24)
9 karmakriyavirahitam satyadvayam anasrayam /

idam yanavaram srestham labhisyatha naye sthitah /
(25) (26)

16 ajnanapatalam vatsa punitam jinanes tava /
(27)
salakair vaidyarajendraih yathalokasya taimiram /

17 pratibimbasama dharma acchah Buddha anavilah /
(28)

agrahya abhilapyas ca hetukarmasamudbhavah /

18 evam jnatva iman dharman nissvabhavan anavilan /

kuru satvartham atulam jato 'sy urasi tayinam /

20 adyaprabhrti lokasya cakram vartaya tayinam /
(29)
sarvatra purya vimalam dharmasarnkham anuttaram /

21 na to 'tra vimatih karya nirvisankena cetasa /
(30) (31)

prakasaya mahatulam mantracaryanayam param /
(32)

22 evam krtajno buddhanam upakariti glyate /

to ca vajradharah sarve raksanti tava sarvasah /

IV

イ ン ドの後 期 密教 の 聖典 の な か で, 最 も重 要 覗 され る もの の一 つ に, 秘 密 集 會

(Guhyasamala) タ ン トラが あ る。 この 秘 密 集會 タ ン トラに 封す る注 繹 書 は, 数

多 くチ ベ ッ ト大 藏経 の な か に牧 め られ て い る。 しか しそ の うち で ・ サ ンス ク リッ

ト爲 本 が現 存 す る の は, 灯 作 明 (Pradipodyotana) だ けで あ る。 この注 繹 書 は サ

ンス ク リ ツト爲 本 お よ び チベ ッ ト課 (東北No.1785) と もに, そ の作 者 を チ ャ ン

ドラキ ー ル テ ィ (Candrakirti) と傳 え て い る が, その 製 作 年代 は, 9世 紀 か ら10

世 紀 に か け て で あ る と思 わ れ る。 この爲 本 の なか に, ビル シ ャナ 現等 畳(行>タ

(24) 荻 原, satyadvayasama6rayam と訂 正 す る が, 漢 の 「常 依 於 二 諦 」 に 依 る な ら

ば nityam dvayasatya6rayam とす べ きで あ る。tib. は bden pa gnis la gnaspa

yis で a6raya に封 す る否 定 鮮 な し。

(25) tib., p.107, 漢p. 12a, tib. この牛 偶 一 致 せず。

(26) Spy., apan1talp jinais と訂 正。 漢 と も一致 す。

(27) tib, purapair, snon gyi, 茎莫=skt.

(28) Spy., agrahyanabhilapya6ca と訂 正。 これ は漢 の 「離 言 説 」, tlb. の brjod du

med と も合 致 す る。

(29) 荻 原, aporayan samantad vai dharmaO, と訂正。tib. vimalarp 峡。

(30)荻 原, 漢 の 「開 示 於 世 間」 に よ つ て10ke'smin と訂 正。 これ はtib.と も合 致 す。

(31) tib., mantracaryao, gsah shags tpyad pabi

(32) 荻 原 giyase
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(142) 大 日経の梵文 断編について (松 長)

ン トラ (Vairocanabhisambodhi (carya) tantra), す な わ ち大 日経 よ りと出 所 の

明 記 され た 引 用 文 が 三 ケ所 に わ た つ て み い だ され る。

そ の うちの 一 ケ所 は, 大 日経 の受 方 便 學 庭 品 第 十 八 の 一節 で あ る。 これ を現 存

の 大 日経 の 漢課, チ ベ ッ ト課 と封 比 す る と, サ ンス ク リラ ト文 の引 用 が, 一 節 の

全 文 で は な く, 抜 葦 で あ る こ とがわ か る。 す なわ ち,
(33) (34)

iha bodhisattvah sarvena sarvam adattadanat prativirato bhavati /

anyatra matsarina iti /

がそれである。これは受方便學庭品中の菩薩の十戒を説 くその第二戒に相當する

文の一節を取捨 したものと思われる。

引用三ケ所の うち, 残 りのニ ケ所は説本尊三昧品からのものである。その最初

は,

devatarupam api guhyakadhipate dvividham parisuddham asuddham ceti / tatra pa-

risuddham adhigatarupam sarvanimittapagatam / aparisuddham nimittam rupa(mJ

varnasarnsthanan ca/tatra dvividhena devatarupena dvividhakaryanispattir bhavati/
(35)

sanimittena sanimittasidhir upajayate / animittenanimittasiddhir /
(36)

ista jinavaraih (siddhim sanimitte sanimittam /)(
37)

animitte sthitva vai sanimittamr pasadayate /

tasmat sarvaprakarena nirnimittam nisevyata iti /

である。ここに引用されている部分は, 大 日経においても, 漢課とチベ ット課の

理解がまつた く逆で, 問題視されている個所である。すなわち, 本尊の身に有相

と無相の二種がある。有相の本尊の身を観想することによつて, 有相の悉地を得,

無相の本尊の身を観想することによつて, 無相の悉地を得 る。以上の赴旨を長行

でまず述べ, 再び偶頚をもつて反復する。そして, ゆえにあらゆる場合に無相に

住すべし, というのが漢課の取意である。 これに反し, チベット課では, 有相に

より有相の悉地を, 無相により有相の悉地をも得る。ゆえにつねに無相に佳すべ

し, と理解されている。無相の本尊の身の観想によつて, 得 るのは漢課では無相

(33) Pradipodyotana skt. ms. fo1. 58b6, tib. 64b7。 大 日経 漢, P.39b, tib., 10c.cit.

pp. 363-364。

(34) 大 日経, 漢 に は sarvepa 歓, tib. に は sarvepa sarvalp 敏。

(35)こ の 場 合, skt. は 漢 と 同 じ, tib. は animittena sanimitta。, mtshan ma med pas

mtshan ma dan bcas pahi duos grub par hgyur ro/

(36) skt. 鉄:, tib., dhos grub rgyal ba dam pa b6ed に よ り補 う。

(37) こ の 場 合 skt. はtib. と 同 じ。 漢 animittalp 無 相 悉 地。
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の 悉 地 で あ り, チ ベ ッ ト澤で は有 相 の悉 地 で あ る。 善無 畏, 一行 に よ る漢課 系 大
(38)

日経 疏 に お い て も, ブ ッ ダ グ ヒヤ (Buddhaguhya) 系 の チ ベ ッ ト課 の大 日経 廣 繹 に
(39)

おいても, この相反する理解はかわりがない。 この黒占, 灯作明に引用されている

大 日経は, サンスクリット爲本およびチベッ ト課 ともに混鐵 している。すなわち,

長二行の部分では, 無相一無相 と漢課系と同趣旨を読きながら, 偶頗においては,

無 相一有相のチベット繹系の説を採用 している。このように同一のテキス トの前

後 において, 矛盾をそのまま承認 していることは, 爾系統の解繹が, 混齪して後

世 まで行われていた謹振であるとも考えられる。

灯作明では, 他の個所において, 説本奪三昧品の前述の文 と同趣旨の一節を引

用している。すなわち,
(40)

naiva nimittasamadhisthitasya nirnimittam phalam /

がそれである。しかしおそらくこれは大 日経そのままの引用ではないであろう。

現存の漢課, チベット繹に同文のものを見出しえない。むしろ前述のサンスクリ

ッ ト文の現存する個所の要約 とみなされる。

v

大 日経第七巻の増盆守護清浄行品には, 九方便と, それぞれの眞言が読かれて

いる。そのうち, 第五番目に記されている獲菩提心方便の眞言には, 増加の句と

いわれるものが加えられている。この増加の句は, 大 日経の佳心品のなかの心の

考察の個所に, その繭芽が認められ, のちに密教における菩提心理解の一基準と

認 められるほど重要覗されるにいたつた。

この増加の句は漢繹では意課されているが, チベッ ト課は音課のままで, すで

れそのサンスクリシト形は知 られていた。 しか しこの部分は, すでにサンスクリ

ット文の出版されている秘密集會タントラの第二章である菩提心分において, 同

文 でみいだされる。それはつぎの通 りである。
(41)

sarvabhavavigatam skandhadhatvayatanagrahyagrahakavarjitam dharmanairatm-

yasamataya svacittamadyanutpannam sunyatabhavam /

同じく大 日経第七巻の供養儀式品第三に執金剛阿利沙偶が説かれている。これ

(38) 大 正 藏vo1.39, P.783c.

(39) 東 北No. 2663, fo1. 29b.

(40) Pradipodyotana. skt. ms. fo1 42a5, tib. 46a5, 大 日経, 服 部 本P. 201.

(41) skt. G.O.S.vo1. LIII, P. 12, tib. 東 北No. 442, fo1. 94b, 漢10c.cit., P. 46b.
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(144) 大 日経 の梵文断編 について(松 長)

は10偶 ば か りよ りな る小 さ な讃 頗 で あ るが, この サ ンス ク リ ッ ト文 が, サ ー ダナ

マ ー ラ ー (Sadhanamala) 中 の 三 三摩 耶 王 儀 軌 (Trisamayarajakalpa) に存 在

(42)

することがあきらかにされている。

サンスクリット出版本あるいは爲本のなかで, 大 日経から引用したことがあき

らかな個所は, 現在のところ以上の通 りである。密教系の聖典,儀 軌 成就法,

注繹書などのサンスクリット爲本は, 世界各地に多敷保存されている。その中か

ら, 大 日経のサンスクリット原本が獲見される日がいつかおとずれないとはかぎ

らない。 しかしその可能性はきわめて少ない。大 日経は, シナ ・日本 とは異なり.

インド・チベットでは, 後世それほど重要視されなかつたことも, 現在それ らの

地に大 日経のサンスクリッ ト原典を探 しえない一因とも考えられる。この黙, 眞

言密敢で大 日経とつねに封置される撮眞實経の系統が, インドにおいて12世紀末

まで, はなぱなしい展開をみせたことときわめて封照的である。金剛界系のマン

ダラが, 9世 紀以後にもたえず展開をつづけ, 敷多 くの様式をもつたマ ンダラが

つぎつぎに製作されたに比して, 大日経にもとつく大悲胎藏生マンダラの展開が

まつた くみられないことも, 後期密敏における大 日経の歴史的な地位の低 さを物

語つている。このような理由から, 大 日経のサ ンズクリット原典の獲見を期待し

えない現在, サンスクリットによる大 日経からの引用文は, 大 日経研究のための

貴重な資料 といわねばならない。いまだ研究 されていない密教關係のサ ンスクリ

ット文鰍は多い。 したがつて, 大 日経の原典の獲見はそれほど期待しえない とし

ても, 今後, 他の密教關係の資料を調査することによつて, 大 日経からの引用ナ

ンスクリット文を獲見 しうる機會があらわれないとはかぎらない。その場合, た

えず整理を績けることによつて, 大日経という日本密教ではきわめて重覗される

経典の原本の一隅が, 次第にあきらかにされ, その原典研究のために, 貴重な資

料を提供す ることとなるであろう。

(42)酒 井 紫 朗教 授: 執金 剛 阿 利 沙 偶 に就 い て, 密 敢 研 究68, 昭14, PP. 107-119. 参 照。

Sadhanamala, G.0.S.No. xxvi pP. 15-16. この サ ンス ク リ ッ ト交 もこ こ に掲 げ

るべ きで あ るが, 上 記 の論 文 に そ の全 文 が引 用 され てい るた め と, 本 論 に與 え られ,

た紙 数 が つ き た た め, こ こに は省 略 す る。
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